ハーバートにおける祈りの意味 by 船木, 満洲夫
ハ ー バ ー トに お け る祈 りの 意 味1)
船 木 満 洲 夫
(1)
アイザ ック ・ウ ォル トンがハ ーパー トの言葉 として伝 えるところに よれば,『 聖堂 』の詩は
2)「神 と私
の魂 との間に生 じた多 くの霊的 争闘 の状況」を表現 してい る。それ でその祈 りについ






〔そ う,私 は勤め先を変え よ う,そ して/だ れか別 の主人を探 しに行 こ う/
ああ,い としい神 よ!私 がす っか り忘れ られ ようとも/私 が心か らあなた
を愛するので なけれぽ,私 にあなたを愛 させ ないで下 さい〕
どこか ほか の奉公先を見つけ よ うと気 まぐれ に浮ついた とたんに,た まらず神に呼びかけて,
しか もつ じつ まのは っき りしない 口調 で 自己叱責を表現す る。神への不平が一転 して 自分 の側
の愛 の問題 とな り,苦 しみの さなかに神を愛 さねば な らぬ との認識に,ど うにか達す るのであ
る。 この自叙伝的な詩において,主 に仕 える ことで初め の うちは喜びに満 ちていたゐに,そ の
うちに悲 しみが魂を占めて,う め き声やため息を出す までにな り,結 局はたてつ きなが らも主
に仕>xるのをやめ るわ けに はゆか ない現実が,逆 説的に明か された と言って よいであろ う。苦
悩のただ中で こそ,十 字架を 負 った贖い主,人 間の悲 しみを担 って くれ る主 に訴>xる必然性が
成 り立つ(「苦悩」(皿)(皿)参照)。ハーバ ー トに とって神 との交わ りは,苦 悩 と贖 いを離れて
は考 え られ ない。 これに本質的に関係す るのが人間 の罪 と神 の愛であ る(「苦 悶」TheA°gonie
参 照)。「悲惨」Miserieでは,人 間の愚か さ と罪 の故 に,「 主 よ,天 使たちにあなた の名を称
え させ た まえ」(Lord,IettheAngelspraisethyname),「わが神 よ,人 間はあなたの
名を称 える ことはで きません」(MyGod,Mancannotpraisethyname),厂人間はあなた
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に仕 えることはで きません」(Mancannotservethee)と強調す るのだが,神 の愛につい







〔彼 らはあなたのあ ら探 しを し,あ なた に仕 えるための/契 約 を破棄 しよ う
とす る。 しか しあなたの愛が/そ の契約を保持 させ,彼 らの愚行 を/柔 和 な
翼でおおい/あ なたの敵 になろ うとす る者たちに/そ れ を許 した まわぬ〕
これか らして,上 述の 「苦悩(1)」 の結論 に も神 の愛が働いてい ると読 んで よいはずだ。そ
して 「悲惨」 の最後に確認され る ように,神 との関係は人間一般 の ことである と同時に詩人 自
身の ことであ り,罪 に よる神 との敵対 もハーバ ー トの内省か ら出てい ることは疑いない。以上
の例示だけで も,ハ ーバ ー トにおいて神 の信仰が(従 って神 との交わ りであ る祈 りが),罪 の
意識 とつ まず きの可能性を前提 としてい ることが推察で きるのではなか ろ うか。
単純に悲嘆を投げつけ る 「ため息 とうめ き」SighsandGroves,「家郷」Home,「切望」
3)L
ongingは,主題が狭 く規定 されて成功 した作品 とは言>xないが,そ れだけにそれぞれが,
ため息 と うめ きの中に罪の贖 いの血を きわ立たせ,神 の愛に貫かれ てい るのが容易にわか るポ
同 じ く嘆 きを歌 って も直接的 でな く,よ り 「形而上詩 ⊥的 と考>xられ るい くつかの作品に言及
しておかねばな らない。神に聞いて もち えぬだめの悲痛な思いを扱 った 「拒 絶」Z)eniallは,
魂 と神 との不調和 を各連 の最終行が韻を踏 まぬ ことで表わ してい る詩であ るが(最 後の連 の終
4)
りの行で整 う),そ の中で 「私の弱 った心は,ま ともに(あ なたを)見 ることがで きな くて
/傷 め られ た花 の ように不満顔 に/う なだれ ていた」(Myfeeblespirit,unabletolook
right,/Likeaniptblossome,hung/Discontented)と言 ってい るのが,次 の 「気 う





〔ど う し て こ ん な に 気 力 が な く な っ て い くの か,う ち 沈 ん で うっ と う し く/
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まるで全身土 くれのように?/お お,私に生気をお与え下さい,喜びでもっ
て/あ なたをあふれるほど称えることができるように!〕
重苦 しい内容が軽快 な均衡を得 ている。r土 くれ」に対 して 「生気」は天上に属す る。それは
地上 の罪 と病気か ら放たれて天上 の愛を追い求め る心に させC「 星」TheStarre,ll.13-16
参照),地 嶽 に落 とすの とは逆 に天上へ 引き上げ る力を もつ(「 花」TheFlower,Il.15-18
参 照)。 従 って 「喜び」 とともに存分の 「賛美」が可能 となるのだ。 キ リス トを恋人に見 たて





〔主 よ,あ なたの贈 りものを清めて下 さい,変 わ らぬ才知で/た だあなたの
方を見れ ます ように/見 るだけです。あなたを愛す る ことな ど,だ れに/ど
の天使に適い ましよ うか?〕
先の 「拒絶」で知れるように,沈 んだ精神状態では神が まともに見れない。ところでこの詩行
はどうであろう。作品の内容から類推すれば,世 の恋人たちのように愛し賛美することを願 う
はずなのに,ハ ーバー トの頭の中で変更があった らしくて,そ の願望を放棄 し,心を正しい方
向に向けて愛 しようとする姿勢,そ れに とどめるとい うhumilityの表現になったことを詩人




析 してみせる。結局,開 けっぴろげな心が苦悩を防止できるのであ り,偽りの作 りごとの罪が
苦悩に便宜を与えているのを自認する。そ して告白によって許しが得 られることを期して澄ん
だ心になる誓言をするのだが,理知が出過ぎている感がぬ ぐえないのではないか。「形而上詩」












〔ああ,い とし く怒 り易いわが主 よ/あ なたは愛 し,し か も打ちた もう/投
げ倒 し,し か も助けた も う/だ か ら私 もぜひ 同じことを します/私 は不平を
言い,し か もほめ称え ます/嘆 きなが ら,し か も是認 します/こ うしてつ ら
く楽 しい全生涯を/嘆 き悲 しみ,か つ愛 します〕
愛への話 しかけに内省を伴 うのは例のごとくだ。神の愛と懲 らしめに対する応答として,心 の
内部で不平 と賛美から愛にまで,否定 と肯定をそのままにきっぱ り統合す るのは信仰の力にち




ここで祈 りと 親近な関係 の 賛美を テーマとした 作品に 目を通 してお こう。r賛 美(1)」





〔詩を一二編書 くのが私にで きる/精 い っぱ いの賛美 です/何 とか して私の
身分を よくして下 さい/そ うすればあなたは もっ と賛美が得 られ ましよ う〕
6)
この作品には,旧 約の 「詩篇」に由来する神との取 り引きの詩法が用いられている。どの連 も
`more'で終わっていて,神の求めには充分な賛美ではないとの気持ちを表わしている。上の
引用のあとす ぐに教会に言及す る点が,賛 美との関連で注 目したいところ・ 教会に・そ して
天空にまで飛んで行きたいのだが人間は弱い存在,神 の隣 りに住むことを口にするのみで・引
用中の`raise'に呼応するように,「 おお,ど うか私を高く上げて下さい」(Oraiseme









〔栄光の王 よ,平 和の王 よ/私 はあなたを愛 します/そ して愛がやむ ことの
ない よ うに/私 はあなたを動か します〕
愛 の持続には神 の力が必要 。 詩人 は 自分の願いを聞 き入れた神 に,「 だか ら私 の技 の限 りをつ
くして/あ なたを歌 います」(Whereforewithmyutmostart/Iwillsingthee)と
言 明す る。過去 に受 けた慈悲が賛美の前提 にな ってい る点が見逃せない。神は罪 も裁 きも押 さ
えて 自分の味方 になって くれた し,前 の詩 とは異 な り 「天では な くて,私 の心の中で/あ なた
を高 く上げ ることがで きる」(lnmyheart,thoughnotinheaven,/Icanraisethee)
のだ。 この作品は決意表 明の奇数 スタ ンザが`1'と未来 時制 ,神 の慈悲を歌 う偶数ス タンザが
`Thou'と過去時 制とい うふ うに交互 に使い分けて
,最 後の連に現在時制 と不定詞を用い る7)
「とるに足 りぬ ことだ,こ のよ うに まず いや り方で/あ なたを称え記すのは/永 遠す らも短過
ぎる/あ なたをほめ称 え るには」(Smallitis,inthispooresort/Toenrollthee:/
Ev'neterllitieistooshort/Toextollthee)。神 の大 いなる慈悲に対 しては,賛 美 の詩
の技法 も挫折せ ざるを 得ない。 神 と人間 との関係が 罪 と慈悲の月並み な文句で 表現 されてい
8)H,_,,_　 _,._..__..・-9)て
,そ してまた この作品 も旧約の 「詩篇」 に倣 った ものだ として も,現 在 とい う時 間におい
て,詩 人が挫折感を味 わ うのにはhumilityの色 が濃 い。賛美が心に関 るのは 「賛 美(皿)」
.Praise(皿)も同様だ。 「主 よ,私 は 自ら志 してあなたの賛美を語 ります/あ なた の賛美のみ
を」(Lord・Iwillmeanandspeak,thypraise,/Thypraisealone)と切 り出して,
賛 美に こと欠 いた ら 「ため息や うめき」(asighorgrone)で賛美を絞 り出す と明言す る一
途 さ。 どんな行為 に も宇宙 の主動 者た る神の愛顧が欠 かせない。前 の詩 と同様に,「 私が呼 ぶ
と/あ なたはそれを聞 き'とどけ,さ らに多 くをな した もうた」(whenIdidcall,/Thou
heardstmycall,andmore)と過去の話 しに もってゆ き,自 分 のすべての涙 よ りも主 の一
滴 の涙が まさっていた と,満 ちあふれんばか りの主 の哀れみ,そ れに教会 と主の犠牲 の試みに
言及す る。「だか ら私 は歌い ます」(WhereforeIsing)と感謝を もって言 うの も,前 の詩 と
軌 を一 に してい る。全ス タソザが`more'で終わ るのは 「賛美(1)」 と同 じだが,そ の神 と
の取 り引 きの ような効果的なひび きは生んでいない。r賛 美(1)」 と比べて(皿)(皿)の 作
品は,神 の慈悲の賛 美が不平を圧倒 してい る。
賛美の詩で も 「人 間」Manや 「摂理」Providenceは理屈 と説明が まさって,ハ ーパ ー ト





され る。そ して最後 は,人 間 とい うすば らしい邸宅に造 り主 の神が居住す ることを求め(冒 頭
の連 と符合),人 間に仕え る世界 と人間 の自分 らとが,と もに神に仕え る僕(し もべ)と なれ






〔海 と陸のすべての生 きものの うちで/人 間にだけあなたはあなた の道を知
らせ/た だ彼の手にのみペ ソを委ね て/彼 をあなたの賛 美の書 記に した もう
た〕
人間は 「この世の高僧」(theworldshighPriest)として万物に代 って犠牲を ささげるの
だか ら,神 をほめ称えぬ者 は罪 を犯す ことにな り,詩 人は 「だか ら,い とも聖な る霊 よ,私
は ここに/私 と私のすべ ての 同胞 のためにあなたに 賛美を ささげ ます」(Wherefore,most
sacredSpirit,Iherepresent/Flormeandallmyfellowspraisetothee)と言
う。万象 に働 く摂理 の意味 神 の力 と愛,そ の命令 とゆ るし を読 み とって賛美す るのだ
が,こ の賛歌 自体 この世 の代表者 とじて神 をほめ称>xるのであ り,ハ ーバー トが一個人を超え
た立 場を とるのは,人 類全体が恩恵を受 けてい ると考 えるか らであろう。r摂 理」 も最初か ら
感謝の心が脈 うってお り,「感謝」(Gratefulnesse)が唱え る 「その鼓動が/あ なたの賛美 と
な るよ うな心」(suchaheart,whosepulsemaybe/Thypraise)そうい う感謝の心 が
指標 として生 きてい ると思われ る。
ただ ハーバ ー トにおいて 賛美は必ず しも単純 ではな く,そ れが 内面の心の分析 と 関連 して
い る点が見落 とせない。 神のや り方 と、自分 のや り方 の不可解を並べて対比す る 「裁 き(1)」





〔… 私 は あ な た を 賛 美 し ま す,で も 賛 美 は し ま せ ん/私 の 祈 りは あ な た を 目
ざ し ま す,で も わ き に そ れ て し ま い ま す/善 良 に や ろ う と 思 い ま し た,で も
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罪の方が勝ちました/私 の魂はあなたを愛 します,で も手間どるのを愛しま
す〕
簡明な手法の この 自己非 難iは,賛美 も祈 りも愛 も罪 のために単一にはいかない ことを示す。 こ
うした 自己卑下はバー・ミー トにいつ まで もつ きま とうが,個 人の経験 よ りもむ しろa的 な告
白の表出 ととれ るのではないか。前述の 「苦 くて甘い」に見 られ る対立の統合 にまであ ま り隔
た りはないだろ うし,対 立を対立 として定着 し消化す る詩の技巧 に,ハ ーバ隔 ト的 な独創性を
感 じさせず にはおか ない。友人 との対話 の形式で 自己の寓話化 を試みた幻想的 な詩 「知 られ ざ
る愛」Loveunknownでは,「苦悩」(AFFLICTION)と記 した煮 え立 つ大釜 の中に,彼 の
心 が投 げ こまれ たこ とを話 し,ま た 「実際 の ところ,だ らけた もの うい精神状態が/し ば しば
ぼ くを とらえうそ のため祈 っていて も/口 は動 くのに,心 は あとに とどまるとい うざまだ った」
(lndeedaslackandsleepiestateofminde/Did,oftpossess駑e,sothatwhen
Ipray,d・/ThoughmyIipswent,myheartdidstaybehinde)と嘆 く。 しか し主 の




〔だか ら元気を出せ,そ してそのお方を心ゆ くまでほめ称 えよ/毎 日,毎 時




る苦悩の物語が,過 去の個人的な経験を超えて聖書や聖餐式 との 関連を深めながら(例 えぽ
1・14`astreamofbloud',1・41`holybloud'),対話の技法のもとにむ しろ非個人性を濃 く
している。距離をおいた心の分析を通 じて,神 に近づ く足場を得ながら神への方向を確認する
のだ。それに しても奉献の意味の賛美の限界は否めないし,それを突破 して神に肉迫する祈 り
の形式が,賛 美を補完する究極の機能を担 うのでなければならない。
<3)
祈 りを主題 とす る ソネ ッ ト 「祈 り(1)」.Prayer(1)は,同格 に並ぶ隠喩 の羅列か ら成 る定
義詩 。冒頭 の4行 は次の通 り一
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〔祈 り は 教 会 の 宴,天 使 の 寿 命/誕 生 に 帰 る 人 間 の 中 の 神 の 息 吹/魂 の 言 い
賛 え,心 の 巡 礼/天 と地 を 測 る キ リス ト者 の 測 鉛 〕
祈 りは何 よ りもまず 「教 会の宴 」,こ れは愛 の宴をにおわせずにはおかないだろ う(「 雅歌 」
2章4節)。 魂 にごちそ うをふ るま う宴であ り,祈 りは 明確に魂の 食事を含意す る(「 四旬
節 」Lent結尾参照)。 これ が聖 餐式 と関るこ とも疑いな く,聖 餐式を扱った作 品 「宴 」The
Banquetでは,聖 餐 のぶ ど う酒 とパ ンの芳香が魂を満たす神聖な芳香 として受 け とられ,そ
の よ うな芳香 を分 け与axる力は神 のみが もつ と述べ てい る。そ こではぶ ど う酒が翼 とな って,
それで もって 詩人は空に向か って 飛 ぶのだが,前 出 「賛美(1)」 の`190toChurch;
helpmetowings,andI/Willthitherflie,の点線部 がWilliams詩稿では`make
meanAngel'となっていた ことも考 え併せ ると,「教会 …天使 …神」(Churches…Angels
…Gods)の自然な運びが知れ よう。 「天使 の寿命」については,`Mansage'(「悔い改め」
Repentance)と対比 さるべ き句で,天 上で神 を賛美す る天使 の超時間的存在の表現 ととれば
充分だ ろ う(前 出 「悲惨」冒頭参照)。r誕 生に帰 る人 間の中の神 の息吹」は 「創世記」2章
7節に関係 し,堕 罪以前 のアダムの無垢 な心で祈 ること,神 を常 に呼び求め る人間の側のあ る
べ き内面 の姿をほのめかす であろ うか(「 匂い」TheOdour.2.Cor.2.15.最終連参 照)。
次の2行 においては,天 上に属す る 「魂」の敷衍拡大,地 上に属す る 「心」 の天上へ の 「巡 礼」
が一 つにな り,「 天 と地」にキ リス ト教的な探 りを入れ るのが祈 りとされ る(`paraphrase'
`pilgrimage'`plummet'の頭韻に注意)。 キ リス ト教徒 の立場の高唱であ り,特 に強調 した
いのだが 「天 と地」は愛 と罪を含むセとちがいない し(前 出 「苦 悶」第一連参照),天 地を確 と
握 ってい るのは主であ るか ら(「 犠牲」TheSacrifice,1・130参照),主 に祈 ることに よって
天上 との交わ りの実現を期す ると解せ るよ うに思 う。





〔全 能 の 神 に 向 け る 武 器,罪 び と の 塔/地 か ら 天 に 落 ち る雷,キ リス トの 脇
腹 を 貫 く槍/六 日 の 世 界 の ひ と時 の うち の 転 換/万 物 が 聞 い て 畏 れ る 一 種 の
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調べ〕
祈 りが神 に対す る暴力の性質を もつ ことは,一 般 に指摘 されているよ うに ダンの説教(V,364)
に書かれているし,ハ ーバ ー トは 「飛び道具」Artillerieでも,涙 と祈 りが神に 向け られた矢
で,神 と自分が ともに射撃手であ ると叙述 してい る。全能の神 と正反対 なのが罪 であ り(「 罪
(D」Sinne(皿)参照),こ こで 「創世記」(11章1-9節)の ・ミベルの塔 の連想を もつ 「罪
び との塔」の句を生む。人間 の厚か ましさに対す る神 の怒 りを表わすのが雷 であるが,今 や逆
に祈 りにおける人 間の武器 となる。次の暴力のイ メージの槍は 「ヨハネ伝」19章34節に拠 って
いて,キ リス トの贖 い と,そ してそ こに流れ 出た血 と水が聖餐式を暗示す ることが 明白だ(前
出 「犠牲」ll.246-47,「苦 悶Jll.13-18;「神学」Z)ivinitie,1.21,「招き」TheInvitation,
ll.11-12)。聖 餐に よって永遠 の生命を受け るとい う教 えの出所 は 「ヨハネ伝」6章53-58節
で,そ のあ との個所か らイエスが売 られ ることを 自ら予知 してい ることがわか るのであ り,そ
の犠牲 の血が永遠 の生命 と結 びつ く脈絡 が理解 され る(「ヘ ブル書」9章12節 も参照)。天地 の
創造には6日 要 したのに(「 創世記」1章),世 界をひ と時 の うちに変axてしま うとい う言い方
には,安 息 日の教会におけ る祈 りが暗示 されてい るだろ うし,音 楽の 「移調」 の意味を もつ
`transposing'が次行 の`tune'へつなが る
。「気 性(1)」TheTemper(1)の「楽の音 を よ
りよ くす るための/私 の胸 の調律」(tuningofmybreast,/Tomakethemusickbetter)
は,神 意の ままに委ね る姿勢 を表わすが,こ ち らではそ の趣意 は とどめなが ら逆説的な表現 に
な ってい るととれ ば よか ろ うか 。罪び との意識 の強い 神へ の反抗的 な祈 りであ り,つ づいて地





〔柔 和,平 安,喜 び,愛,至 福/天 に 昇 る マ ナ,至 上 の 人 々 の 歓 喜/平 服 の
天,正 装 の 人 間/天 の 川,極 楽 鳥 〕
最初の行に整列 した抽象語 は,罪 が退散 した境地 をただ よわせは しないであ ろ うか(「 平安」
Peace,ll.3ト36参照)。 「天に昇 るマナ」 は,「ヨハ ネ伝 」の先に言及 した直前 の個所(6章
49-51節)で知れ るよ うに,天 より下 った永遠の生命であ るキ リス トをほのめか し,高 く上げ
られ る意味の`exalted'がキ リス トに関係す ることを考 え るとき,悔 い改めて罪 のゆ るしを
与え られ ること(「 使徒行伝」5章31節),栄 光 を父な る神に帰す ること(「 ピリピ書」2章
9-11節)が,救 い主へ の祈 りのこの凝縮 した2語 に こめ られてい るか もしれない。なおマナ
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は天 使の食物 であ り(前 出 「犠牲」1.239参照 典拠は 「詩篇」78篇24-25節),このあ と
詩想 が空への方向を具象化す るの は無理 のない過程 と言え よう。 この ようなマ ナに関与す る祈
りは 至上 の喜悦で,天 を 日々の生活 に引き こみ,人 間を天 の存在に 引き入れ ることであ る。
「正装の人間」は,自 分を生か して くれ るキ リス トを身 に装 うことを意味す るだろ う(「 アロ
ン」Aaron参照)。 祈 りは天上 の銀河の ようであ り,常 に空 中に とどまる極楽鳥(天 の露を
常食 とす ると伝 え られ る)の ようであ り,こ うして 楽 園にまで 至 る(`softnesse'`blisse'
`gladnesse'`Paradise'の韻に注意)。以上の詩行 も教 会内の祈 りを思わせずにはおかない。
最後 の対韻の2行 は次の通 り
Church-betsbeyondthestarresheard,thesoulsbloud,
Thelandof.spices;somethingunderstood.
〔星 を 越 え て 聞 こ>xる教 会 の 鐘,魂 の 血/香 料 の 国,そ れ と理 解 さ れ る も の 〕
祈 りは天空 に鳴 りわた る教会 の鐘 の音,魂 のエ ッセンスの血,喜 びに満ちた地上 の楽園だ と高
唱す る。キ リス トの永遠の贖 いを表 わす血 については,聖 餐式 との関連で前 に触れた以外に も
ハーバー トの作 品にい くつか言及 があ るが,要 す るに罪のゆ るしを得 させるための契約 の血で
ある(「 マタイ伝」26章27-28節)。r魂の血」の句 は,「 教会の鐘」を通 じてひ びき合 う最初
の 「教会 の宴」 と同様 の重 みを もつ のではないか(`bloud'へ流れ こむ この1行 の 〔b〕〔1〕
〔d〕音に注意)。最後の謎の よ うな`somethingunderstood'は,祈りに関 して隠喩に よる
解釈 を重ね て も尽 くせ るものではな く,あ る程度の真理に迫 ることがで きれ ば,詩 は沈黙 とと
もに終 わ ることを示 してい る。神な らぬ身 の到達点なのだが,神 との交 わ りの地歩が定着 され
た こ とも事実 だ(こ の2行 の 〔s〕〔d〕音に注意)。この詩が難解 なのは,忘 我 の境 のすれすれ
の ところ まで黙想を拡張 してい る点に もあ るのでは ないか。それが まさしくハーバー トの祈 り
10)
なのか もしれ ない。







〔何 と た や す く素 早 く近 づ き 得 る こ と で し よ う/わ が 聖 な る 主 よ!ど ん な に
突 然 に/私 ど も の 願 い は あ な た の 耳 に 入 り こ む こ と で し よ う!/神 性 が た や
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神の傾聴を確信す るので なければ祈 りは 無意味 となろう。 このように 近づ く 「たやすさ」
(Ease)をまず強調した上で,宇宙の万物を生かす全能の 「力」(Power)と,進んで罪の犠牲
を引き受けたあの計 り知れぬ 「愛」(Lo砂θ)を歌 う。「力」と 「愛」の保証があってこそ,詩 人
は他のすべてを手放 しても 「いとしい祈 り」(deareprayer)を同居者として選ぶのである。
ただ神が実際に話すのはハーバー トの詩に珍 しく(数少ない例の一つが,魂 が天国に迎え入れ
られるさまを描いた 「愛(皿)」Love(皿),そこで神の無言の言葉の解読が彼には常に必須 と
11)
いうことにもなるわけだ。「祈 り」(Dの 確信は,信仰と祈りの足 りなさをどこまでも克服す
る立場に随伴 し,その安全保護の役を果たすにちがいない。
罪の贖いによる近づ き易さは,ハ ーバー トの 祈 りの本質に 属する。 「聖餐式」TheH.
CommunionはWilliams詩稿では,後 半4連 だけが 「祈 り」の題名で収録されていた(前
半はBodleian詩稿 と1633年版に載る)。パ ンとぶどう酒,キ リス トの犠牲の人体内への働き
を述べ る前半 と,キ リス トの犠牲を得るたやすさを主題 とする後半とでは,詩 形も音調も著 し
12)







〔これ らのパ ソとぶ ど う酒に随 って くる恩寵だけが/そ の早道を知 ってお り
/秘 密 の鍵 を もっていて/魂 の最 も幽遠な部 屋を開ける/一 方,パ ンとぶ ど
う酒 は霊 にまで純化 されて/自 分 らの友(恩 寵)か らの至急報を戸 口で待 つ〕
まわ りくどい レ トリックだが,罪 の贖い主のパ ンとぶ ど う酒は,そ れだけ では魂 の戸 ロキで し
か達 し得ず,あ とは主 の恩寵に頼 るしかないのだ。 ところが単純 な韻律 の後半はむ しろ複雑な
感情を含み,罪 のために離れ離れの魂 と身体,原 罪以前の天国へ の通い易 さに言及 したあ と,
「あなたは この天国の 血に よって/私 たちを このたやす さに 引 きもどした も うた」(Thou
hastrestor'dustothisease/Bythisthyheav'nlybloud)と,主の犠牲 の血で結論
づけ る。 近づ き易 さは 祈 りの眼 目だが,原 罪以前を仮想 した りす る 感情 の流れに対 して,理
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屈が 出過 ぎた きらいがあ りは しないか。祈 りと題す るには不適 当にちがいない。r教 会の錠 と
鍵 」Church-lockandke,yはWilliams詩稿では,「祈 り」 の題 で上 の 「聖餐式」の次にお
かれ ていた のが,後 にハ^-am^トは これに手を加えて改題す るとともに,教 会に関す る作品群
の間 に配置 した のだ った。 しか し題名 も位置 も不適当だ との反i淪が成 り立つだ ろ うし,だ か ら
と言 って旧題 のままで も問題 が残 ろ う。「あなたの耳に錠 をか ける…」(locksthineBares…),
つ ま り願いが聞 きとどけ られ ない のは,自 分 の罪か または願いの熱 のなさのためだ と認めなが





〔で も聞いて下 さい,お お神 よ,私 のために弁 じて下 さる/た だ あの方 の血
のために/と い うのは罪 もまた抗弁は して も,罪 は石 ころの ように/あ の方
の血の快い流れをい っそ う高 くひびかせ るのですか ら〕
そもそも錠と鍵は神のものであって罪びとの自由にはならない。神が加>xる苦悩の 「鍵」には
どんな 「錠」もあ り得ないし(前出 「告白」1.17),万物にかかっている 「錠」を開ける 「鍵」
は罪びとの嘆願にはない(前出 「切望」ll.47-48)。この作品の最初の行に`locks'の語を入
れても,「教会の錠 と鍵」と題するのは確かに疑問だ。同時に 「祈 り」のままでおさまらない
と思われるのは,こ の詩が請願の レトリックに終始 していて,し かもそれが神 との透徹した交
わ りをもたらすたぐいのものでないからである。キ リス トの血に理屈をからませて願 うだけで
なく,さ らに突き進んだ状況での交わ りの実在感と,ハーバー トの祈 りは関るのではなかろう
か。
天の神との交わりである祈 りには,祈願,告 白,感謝,賛 美が関係する。しか しそれぞれが
それだけでは 祈 りを構成するに 充全ではない。 例えば祈願について言えば,苦 悩からの救出
を,罪 の心の浄めを,神 とのじかの近づきを,可能な限 りの賛美のできることを願 うのがハー
バー トにおいて普通だが,こ れらが祈 りの意義を満たすには何かが欠けるであろう。また正し
い者の祈 りは聞かれ,神 の意志に従って願 うことはかなえられ,し かも神の大いなる慈悲のた
めに願 うのだとの教義,さ らには罪びとは神に直接に近づ くことができぬので,そ の血によっ
て贖い主 となったキリス トの名において 祈るのだとの教義 こうした基本的な 教義からす
れば,ハ ーバー トが忠実なキリス ト教徒だったことは確かだが,神 との交わりを切実に求めれ
ば求めるほど,祈 りは彼の詩に問題的な様相を呈さざるを得ない。
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「まず神の国と神の義とを求めよ」(「マタイ伝」6章33節)とは,実に祈れということを
意味すると言ったゆはキルケゴールで,「 祈 りは沈黙ξ同時に始まるのではなく,それが正 し
い働 となるならば,祈り蹴 黙の中で終わる」と論じ諤 沈黙は神に対する畏敬であり繃
服従であ り,祈 りとは神の前に沈黙して無となることなのだ。そ うだとすれば,祈 りについて
レトリッ彳を尽 くして沈潜 しても,おのずか ら沈黙に終わらざるを得ないのでありジハーバー
トの祈 りの詩の限界は避けられぬと言えるか もしれない。







ことは,そ の レトリックと非個人性からうかがえよう。前述のように祈 りの詩において,生 き
た教会と罪の贖いの概念が中心を占めている。教会は信仰の一場所であるにとどまらず,キ リ







本 稿 の た め に 使 用 した 作 品 集 は 次 の 通 り。
TheWorksofGeorgeHerbert,ed.F.E.Hutchinson,Corr.馘.(Oxford,1945)
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